
2024 年度 研究スタートアップ助成金 
 

日本放射線技術学会北海道支部では，これから新たな研究の開始を考えている本学会員への研究準備のお役
に立てるよう助成金制度を設け，2024 年度の申請者を募集します．この助成は，実験器具など研究に使用す
る物品の購入等に使用いただくことができます． 助成を受けた後の義務事項はありますが，学術大会で初め
て演題を発表したいとお考えの方には，お勧めの助成制度です．北海道支部では活動目的の一つとして「全国
で活躍する人材を育むこと」を掲げており，新たな研究の始動，そして継続と北海道支部会員の研究活動がよ
り活発となり，全国大会への活躍に繋がる第 1 歩に少しでも協力できればと考えております． 

助成の採否については，北海道支部役員会の選考により決定します．募集数を超える申請があった場合はよ
り低い年齢の会員や研究環境が十分に整備されていない会員を優先する場合があります．是非この機会をご活
用いただき多くの応募をお待ちしています． 
 
【助成金規定】 
1. 申請資格：北海道の医療機関に勤務する日本放射線技術学会会員 
2. 助成額と募集件数：1 年に 2 件以内（上限 5 万円／1 人） 
3. 助成金の支給期間 : 2024 年 5 月 1 日～2026 年 1 月末日とする 
4. 用途： 

1） 実験器具等の作成費用，解析に使用するハード・ソフトウェア. 
2） スライドまたは論文の校正費. 
3） その他, 研究に必要とされ, 本学会にて承認を得られたもの. 
注) 学会・研究会への参加費および交通費に使用する事はできません． 
＊５万円以上~10 万円未満の物品購入に使用する場合，領収書を 5 万円以内で作成することで，助成金を購入
代金の一部に割り当てることも可能（10 万円以上の物品は固定資産に計上されるため利用不可）． 
＊研究費の不正使用は個人および所属施設の信用を損なうだけでなく，今後北海道支部としてこのような活動
を継続することが困難となりますので，必ず上記用途に合致した使用をお願いいたします． 

5. 選考手続：申請者の研究環境と研究活動の発展性を考慮して北海道支部役員が審査します． 
6. 義務事項：  

1） 日本放射線技術学会 北海道支部学術大会 秋季大会 （2024 or 2025 年度）にて演題発表を行うこと． 
2） 演題発表時，謝辞に支部研究助成金を受けたことを明示すること． 
3） 演題発表および助成金の使用終了後，すみやかに報告書を支部学会事務局 （第 10 項 応募先に同じ）

に提出すること．また, 領収書を下記の財務担当者宛 （第 7 項-7 領収書の提出先）に提出すること． 

7. 領収書等の取り扱い 

1） 領収書提出期限は毎年 2 月 15 日とする．年度を超えて提出された領収書は原則受理できない. 
2） 領収書には「宛名，但し書き，税抜き額，税率，税額，税込み額，事業者登録番号（T（ローマ字）

＋数字 13 桁）」が記載されていること． 
3） 領収書の宛名は「公益社団法人 日本放射線技術学会」とする (個人名は不可). 
4） 領収書発行が難しい場合，該当する経費の使用前に支部学会事務局（第 10 項 応募先に同じ）へ連

絡すること． 



5） 領収書が電子データで発行されている場合は電子データのまま財務担当者宛（本項-7 領収書の提
出先）に電子メールで提出すること． 

6） 領収書に不備があった場合に備え，郵送する前に領収書のスキャンデータを財務担当者宛（本項-7 
領収書の提出先）に電子メールで提出すること. 

7） 領収書の提出先は以下の通りとする 
〒060-0004 北海道札幌市中央区北 4 条西 7 丁目 3-8 

国家公務員共済組合連合会 斗南病院 放射線部 平井寛能 宛 
           E-mail : h.hirai@tonan.gr.jp 
8. 応募方法 ：北海道支部ホームページより申請書 （Excel）をダウンロードし, 必要事項を記入し署名の上，

メールで事務局へ提出してください． 
9. 応募締切：2024 年 4 月 30 日（火）必着 
10. 応募先：公益社団法人 日本放射線技術学会北海道支部 事務局 

   E-mail  jsrthokkaido.jimukyoku@gmail.com 
＜件名＞ 北海道支部研究スタートアップ助成金申請 


